
平成２９年７月５日からの
大雨災害義援金

志布志みなとまつりにて
皆様の温かいご支援、ありがとうございました！

【 義援金額：４3,555 円 】

志布志市社会福祉協議会　第７０号

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部により発行されています。

ささえあい
平成２９年９月２７日発行

社協シンボルマーク



志の福祉・ボランティア大会
開催決定！！

開催日時：	平成２９年１１月２３日（木）勤労感謝の日
	 　　１０：００～１５：３０
会　　場：	志布志市文化会館
主な内容：	◎ホール内容
	 　�オープニング、志布志市社協会長表彰、福祉作文・絵画コンクー

ル表彰、福祉作文朗読、ボランティア協力校活動発表、福祉
に関する講演（講師：交遊亭　楽笑　お笑い福祉使 / 楽語家）

	 ◎館内、館外内容
	 　�ボランティア団体出店、福祉団体活動展示、ボランティ

ア体験、SL 体験、福祉機器展示・体験、非常食炊き出
し体験、相談コーナー、献血、バザー、おもちゃ病院、
モノモノコウカンプロジェクト 等

※内容は変更となる場合があります。　　H29.7.31 現在

※	今年は社会福祉大会とボランティアまつりを
	 合同で開催します。
	 来場者プレゼントや抽選会も予定しています。
	 たくさんの皆様のご来場をお待ちしています！
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　赤い羽根共同募金は、地域の皆様からのご協
力をいただきながら、募金活動を行っています。
　集まりました募金は全額を鹿児島県共同募金会
へ送金し、次年度に還元されます。還元された配
分金は募金された地域・県内の活動に活かされて
います。また災害時には、共同募金会からの支援
として活用されています。
　本年も皆様のご協力、どうぞよろしくお願いい
たします。

赤い羽根共同募金は
このような活動につながっています

平成２９年度
志布志市の募金目標！

◎一般募金
４，５６８，０００円
◎歳末たすけあい募金
１，７４０，０００円
合　　計

６，３０８，０００円

法人募金 職域募金 イベント募金 街頭募金 学校募金

皆様からの募金は、このように活用されています

10月１日から12月31日まで

1 高齢者のために
　・敬老のお祝い金贈呈（白寿・鶴寿）
　・市老人クラブへの助成
　・地区・校区社会福祉協議会への助成

1 �歳末そば・弁当の宅配のために 2 �教職員福祉ボランティア育成講座の開催のため

5 �一人暮らし高齢者のために
　・ふくしの集い事業

7 �広報・調査のために
　・広報紙ささえあい製作（一部活用）

6 �子育てサロンのために

8 �両親のいない児童・生徒のために

3 �ボランティア協力校の活動のために

ボランティア連絡協議会総会 ▼

4 �ボランティア連絡協議会
への助成のために

2 障害児・障害者のために
　・戸外ふれあいの実施
　・�障がい者サロン
の開催

　・�各団体への助成
（市身体障害者連
絡協議会、市手
をつなぐ育成会、市びろうの会）

3 児童・青少年育成のために
　・市更生保護女性会への助成
　・保護司会志布志支部への助成

4 母子・寡婦のために
　・市母子寡婦福祉連絡協議会への助成

5 福祉育成・団体助成のために
　・�福祉作文、絵画コンクールの開催
　・�市内ボランティ

ア団体への助成
　・�介護者交流会
（ひまわり）の
開催

6 広報・調査のために
　・広報紙ささえあい発行
　　（一部活用）
　・地区座談会の開催

戸外研修

介護者交流会（ひまわり） 地区座談会

一
般
募
金
配
分
金

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
配
分
金
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◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会	 志布志本所	 ☎ 099-472-1800
　	 松　山支所	 ☎ 099-487-2001
　	 有　明支所	 ☎ 099-474-0310

　「サマーボランティアって、なぁに？」夏休み期間中、市内の中学生、高校生に対し、社会福祉
への理解と関心を深めてもらい、学生のボランティア活動に取り組むきっかけとしてもらえるよう
開催しております。
　参加されたみなさん暑い中お疲れ様でした。
　参加者の体験後の感想を掲載しております。ぜひ、ご覧ください。

平成29年度サマーボランティアを開催しました!!

　小さい子とふれあうのは大変で
すが、自分なりに精一杯できました。
とても楽しかったです。保育士の仕
事もわかったのでよかったです。本
当にボランティア活動に参加して良
かったです。

　参加して良かったことはずっと夢見てたＳＬの
清掃ができたことです。ぼくは、ナンバープレー
トのよごれをきれいに掃除しました。そうじする
前よりめっちゃきれいになりました。また、そう
じできる機会があれば参加してみたいです。将
来この体験をいかして、整備士になりたいです。

有明保育園
７月２５日（火）～２６日（水）

志布志町ＳＬ保存会
８月４日（金）

ピカピカになりました。

　なにをするのか、どんなところなのか
全くわかりませんでしたが、温かい声をか
けてくれたボランティアの方々や話しかけ
てくれたおばあさんが輝いてみえました。
　特別な体験ができたことをすごく
嬉しく思います。

伊㟢田サロン
８月１７日（木）

みんなで楽しく歌をうたいました♪

子ども達とのふれあい♡

　今日、初めて会う私たちに、子
どもたちは近づいてくれるかな？と
不安でしたが、活動が始まり教室
に入ったとたん、「お姉ちゃん！」と
声をかけてくれて、とても嬉しかっ
たです。

　普段かかわることのないボランティアの皆さんのお
話が聞けたり、一緒に体験ができたことにより、少しで
も普段の子育て支援の活動内容、目的を知ることが出
来たので、良い経験になりました。今日の体験を通して
得ることの出来た知識や気持ちを生かして、誰かを少し
でも支えることのできる人間になりたいと思います。

　今回の経験は、きっと将来に役
立つと思うので、しっかりと覚えて
おきたいです。ボランティアは、達
成感を得られるので来年もまた参
加したいです。

さゆり保育園
８月１０日（木）

しぶし・子育てサロン
８月１７日（木）

「みなさん、よろしくお願いします。」

プラザに遊びに来てね。

松山子育てサロン のびのび
７月２７日（木）

絵本の読み聞かせをしました (^O^)
　入所者の方が「また来てね」と
いう一言でとてもうれしくなりまし
た。今回のボランティアに参加さ
せていただきありがとうございまし
た。自分は将来このような職につ
きたいと思っています。

　とっても子どもたちがかわいくてずっと遊ん
でいたいくらいでした。保育士の仕事は、大
変だけではなく、楽しいことやつらいことたく
さん色々あるけど、サマーボランティア活動に
参加して楽しいことばかりでした。また、機会
があればボランティア活動に参加したいです。

　初めてサマーボランティアに参加して
緊張したけれど、どの方も笑顔で話し
かけてくださったので嬉しかったです。
　今日の体験は、すごくいい体験にな
りました。これからもこのような体験
があれば進んで参加していきたいです。

養護老人ホームあけぼの園
８月３日（木）

双葉保育園
８月２５日（金）

１日、楽しく体験できました。

昔懐かしい歌を歌いました！

有明サロン
８月１６日（水）

塗り絵のお手伝いをしました (^_^)v
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

のボランティア

３年生

野
のぐ ち

口 真
ま ゆ

優さん
２年生

園
その だ

田 真
ま お

央さん

伊﨑田小学校志布志小学校

　

７
月
29
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
達
成
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

更
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
励
み

と
し
て
福
祉

体
験
フ
ァ
ミ

リ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉

法
人
愛
生

会
に
て
、
収

集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
で
あ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
が
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
方
々
が
関
わ
っ
て
い
る

の
か
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
実
際
に
体
験
す
る
こ

と
で
よ
り
身
近
に
感
じ
た
し
、
こ
れ

か
ら
キ
ャ
ッ
プ
収
集
に
よ
り
協
力
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。」
と
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

気
軽
に
で

き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
人
や

事
業
所
と
の

つ
な
が
り
が

あ
る
と
い
う

事
を
学
ん
だ

一
日
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

ボランティアポイント達成おめでとう♪ポイント

ボランティア ポイント
   olunteer  point

小・中高生がボランティア活動や地域活動を行った時に、「ふれあいボランティア活動カード」に押印をもらい、ポイントを貯めていく活動です。

　

８
月
２
日
、
市
健
康
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
市
内
小
中
学

校
・
高
校
の
教
職
員
16
名
の
参
加

の
も
と
、教
職
員
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
現
状
や
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
鈴り

ん

」
の
代
表 

牧
山
啓
子
氏
よ
り
、

実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
例

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
社
会

福
祉
法
人
鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話
の

平
川
忠
敏
氏
よ
り
、
学
校
に
お
け
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
対
応
に
つ
い
て

講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
講
座
を
と
お
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
を
学
校
の
み

な
ら
ず
、
地
域
で
も
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

教
職
員
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

みんなで、お話をききました！

キャップの分別体験！！

福
祉
体
験

フ
ァ
ミ
リ
ー
ツ
ア
ー

ゴールド
クラス

５年生

上
かみむら

村 治
はる き

喜さん

シルバー
クラス

プラチナ
クラス

原田小学校松山中学校

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介

★
ボ
ラ
ン
く
ん

★
テ
ィ
ア
ち
ゃ
ん

色
々
な
所
で

登
場
す
る
か
ら

み
ん
な

覚
え
て
ね
‼

得
意
な
こ
と:

 

聴
き
上
手

得
意
な
こ
と:

 

何
で
も
洗
う
こ
と

20
ポ
イ
ン
ト
達
成
！

10
ポ
イ
ン
ト
達
成
！

40
ポ
イ
ン
ト
達
成
！

松山町
初!

１年生

徳
とくなが

永 楓
ふう か

花さん
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よ
う
こ
そ
サ
ロ
ン
へ
！

　

自
分
の
地
区
で
も
サ
ロ
ン
を
し
て
み

た
い
な
ど
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。☎

４
７
２‒

１
８
０
０

志
布
志
本
所　
山　
田

◎サービスの内容
⑴福祉サービスの利用援助
　（基本サービス）
　福祉サービスの情報提供、助言、
　支払い手続きなど
⑵日常的金銭管理サービス
　日常生活に必要な預貯金の出入
⑶書類等預かりサービス
　預貯金通帳、印鑑、証書等預かり

◎利用者の状況
　この事業では、高齢者や障がい者のう
ち、自らの判断能力に不安のある方で、
福祉サービスの利用の手続き、日常生活
での金銭の支払等にお困りの方を住み慣れた地域で自立した生活が出来るようお手伝いしています。平成
２８年度１年間の志布志市においての利用契約者は２１名、契約終了者は１０名。平成２９年３月末までの
実利用者は４９名と右肩上がりに増加しています。

地域の社会福祉協議会が
お手伝いいたします。

★実利用者の推移（実利用者内訳）

　
平
成
29
年
度
に
新
し
く
出
来
た

志
布
志
町
の
高
齢
者
サ
ロ
ン
を
紹

介
し
ま
す
。

カフェ in まにわ

いずみカフェサロン

昭和台あかねサロン

馬見ヶ塚サロン

開催日：毎月最終火曜日
時　間：13時 15分～
場　所：馬庭集会所（八野地区）

開催日：毎月第１火曜日
時　間：15時～
場　所：個人宅（潤ケ野地区）

開催日：毎月最終月曜日
時　間：13時～
場　所：専念寺  伊勢堀院（香月地区）

開催日：毎月第３木曜日
時　間：10時～
場　所：個人宅（帖五区地区）

福祉サービス利用支援事業（日常生活自立支援事業）
地域で安心して暮らしていただくために日常生活を支援するサービスです。

年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28
認知症 8 10 14 19 26 31
知的 1 3 3 4 4 6
精神 1 1 1 3 7 10
その他 2 2 2 2 2 2
計 12 16 20 28 38 49

あなたは、このようなことで困ったことはありませんか？

⃝�福祉サービスを利
用したいけど手続
きが分からない。
⃝�どこにどんな施設が
あるのか、利用料な
どが分からない。

⃝�生活費の使い方が
自分でうまくでき
ない。
⃝�年金の受け取りや電
気代などの支払い
が自分でできない。

⃝�役所から書類がき
たけど何が書いて
あるかわからない。
⃝�郵便物をどうした
らよいかわからず
不安だ。

⃝�預金通帳や印鑑の
保管場所を忘れが
ちになった。
⃝�大切な年金証書や預
金通帳は信頼できる
ところに預けたい。
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市民編集員が行く! 取材 市民編集員
生
い く し げ

重 雅
ま さ よ

代
　
『
転
妻
（
て
ん
つ
ま
）』
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

転
妻
と
は
、
夫
が
転
勤
族
と
い
う
女

性
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を

こ
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
今
か
ら
２
年
ほ
ど
前
に
、
こ
の

志
布
志
で
も
、『
志
布
志
て
ん
つ
ま

会
』
と
い
う
名
称
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
材

で
は
、
こ
の
『
志
布
志
て
ん
つ
ま
会
』

の
会
長
の
曽
我
佳
奈
代
さ
ん
に
、
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

転
勤
族
の
妻
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
夫
の
国
内
転
勤
や
、
海
外
駐
在

に
同
行
し
、
見
知
ら
ぬ
地
域
に
入
っ

て
行
き
、
そ
の
地
域
で
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
子
育

て
中
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
転
校
を
何
度
も

経
験
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
会
長
の
曽
我
さ
ん
は
、

志
布
志
に
家
族
で
転
入
さ
れ
て
、
生

活
し
て
い
く
中
で
、
同
じ
よ
う
な
立

場
で
し
か
わ
か
ら
な
い
悩
み
を
共
有

し
た
い
、
少
し
で
も
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
居
場
所
を
作

り
た
い
と
い
う
思
い
で
、『
志
布
志

て
ん
つ
ま
会
』
を
結
成
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

　

最
初
は
12
名
ほ
ど
の
転
妻
が
集
ま

り
、
主
に
ラ
ン
チ
会
を
開
き
、
皆
で

集
ま
っ
て
楽
し
く
話
を
す
る
だ
け

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ん
な
元
気
が
出

て
、
志
布
志
で
の
生
活
が
楽
し
く

な
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
た
と
え

ば
、
転
入
し
て
き
て
、
ま
ず
大
変
な

こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
分
別
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
私
も
慣
れ
る
ま
で
は
、
と
て

も
大
変
で
し
た
の
で
、
も
っ
と
大
変

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ
の
分
別

に
関
し
て
も
、
会
で
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
、
気
軽
に
話
せ
る
こ
と
が
と

て
も
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
て
ん
つ
ま
会
の
中
で
も
、

最
近
で
は
、
パ
ン
ク
ラ
ブ
と
、
編
み

物
ク
ラ
ブ
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
う

で
、
み
な
さ
ん
で
集
ま
っ
て
、
パ
ン

作
り
を
し
た
り
、
編
み
物
を
し
な
が

ら
、
何
気
な
い
会
話
を
交
わ
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

志
布
志
で
の
生
活
を
少
し
で
も
楽

し
く
過
ご
し
た
い
と
様
々
な
工
夫
を

さ
れ
て
、
時
間
を
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　

母
親
が
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
て
喜

ぶ
の
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

家
族
で
す
。「
志
布
志
で
過
ご
し
た

あ
の
日
あ
の
時
が
、
家
族
の
思
い
出

に
な
る
」
と
想
像
す
る
と
、
こ
の
志

布
志
て
ん
つ
ま
会
の
活
動
は
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
、
次
の
転

勤
の
時
期
を
待
ち
な
が
ら
、
寂
し
く

過
ご
す
の
で
は
な
く
、
お
互
い
が
声

を
掛
け
合
い
、
地
元
の
方
と
交
流
し

な
が
ら
、
子
育
て
を
す
る
。
簡
単
な

こ
と
の
よ
う
で
、
現
代
の
社
会
の
中

で
は
、
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

曽
我
さ
ん
の
よ
う
に
、
ま
ず
、
一

人
が
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
、
同
じ
境
遇
に
い
る
人
々
ま
で
も

笑
顔
に
す
る
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
さ
に
私
た
ち
の
住
む
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
人
と
人
の
さ
さ
え
あ

い
で
す
ね
。

　

現
在
、『
志
布
志
て
ん
つ
ま
会
』
は
、

２
ヶ
月
に
１
度
、
ラ
ン
チ
会
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
志
布
志
に
転
入

し
て
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

Facebook

『
志
布
志
て
ん
つ
ま
会
』

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

2ヶ月に一度のランチ会

和香園への見学会

て
ん
つ
ま
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
手
づ
く
り
缶
バ
ッ
ジ

⬇
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ザ
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香
典
返
し
寄
附
金

物　
品　
寄　
附

東
日
本
大
震
災
義
援
金

熊
本
地
震
災
害
義
援
金

７
月
５
日
か
ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お
礼
に

か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
附
は
、
志

布
志
市
の
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
29
年
７
月
1
日
か
ら

平
成
29
年
８
月
31
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

上　

門　

田
中
裕
子　

故
福
一

福
島
渡　

髙
橋
章
子　

故
下
渡
ヒ
サ

平　

床　

木
元
六
男　

故
サ
チ

上
宮
内　

庄
司
義
治　

故
サ
ツ
ミ

中
学
校
通
り　

森　

幸
子　

故
鐵
雄

南
高
吉　

石
山
茂
樹　

故
乙
代

中　

宮　

南
フ
サ
子　

故
東
一

八
郎
ヶ
野　

西
田
正
弘　

故
フ
ミ
子

町　

原　

柳　

真
一　

故
秀
子

町　

原　

池
本
春
雄　

故
フ
ミ
カ

稚
子
松　

久
保
園
満　

故
志
穂

外
之
牧　

磯
野
幸
昭　

故
ヱ
ミ
子

錦
江
町　
福
迫
ひ
と
み　

故
和
文

清　

水　

長
野
順
子　

故
光
良

一
丁
田　
堀
ノ
内
良
子　

故
ツ
ル
エ

香　

月　

谷
口
昭
裕　

故
美
江
子

佐　

野　

尖
由
美
子　

故
益
郎

中
大
黒
二
丁
目　

牧
田
憲
明　

故
ト
シ
子

稚
子
松　

貴
島
正
弘　

故
美
代
子

下
宮
内　
水
口
善
次
郎　

故
ミ
ヨ
子

平　

床　

西
ツ
ヤ
子　

故
米
男

北
大
原　

重
留
政
子　

故
慧

北
大
原　

肥
後
兼
弘　

故
カ
ズ
コ

押
切
東　
八
久
保
健
治　

故
章
一

立　

本　
平
松
謙
一
郎　

故
チ
エ

第
一
上
苑　

新
留
道
代　

故
ツ
ル
子

本　

村　

溝
上
政
行　

故
サ
エ

清　

水　

池
邉
政
文　

故
政
孝

蓬
原
中
野　
宮
原
チ
エ
子　

故
昭
生

野　

吉　

隅
元
ミ
エ　

故
勲

清　

水　

吉
國
春
雄　

故
司

牧
ノ
内　

岡
村
チ
エ　

故
正
雄

土　

江　

鶴
水
健
吾　

故
鶴
子

西
馬
場　
奈
良
迫
ハ
ツ
ミ　

故
重
雄

野　

吉　

長
友
利
弘　

故
ヒ
モ

特
養
や
っ
ち
く　

酒
匂
秀
行　

故
ミ
ツ
メ

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の
方
々

よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
、
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ  

多
数

香
月
小
学
校

・
紙
お
む
つ  

多
数　

匿
名

（
７
月
１
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

平
成
29
年
８
月
31
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

１
１
，
４
６
１
，
８
２
５
円

（
７
月
１
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

・
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
義
援
金
箱

（
平
成
28
年
４
月
15
日
～

平
成
29
年
８
月
31
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

４
，
５
３
６
，
２
４
７
円

（
７
月
13
日
～
８
月
31
日
受
付
分
）

・
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
義
援
金
箱

・
志
布
志
み
な
と
ま
つ
り
義
援
金
箱

・
二
反
野
自
治
会

・
匿
名

・
市
役
所
志
布
志
支
所
義
援
金
箱

・
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
一
同

・
市
役
所
本
庁
義
援
金
箱

・
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
有
明
支
所
職
員
一
同

・
市
役
所
松
山
支
所
義
援
金
箱

・
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
松
山
支
所
義
援
金
箱

（
平
成
29
年
７
月
13
日
～

平
成
29
年
８
月
31
日
受
付
分
）

　

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額

８
６
，
３
８
４
円

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

心配ごとがありましたら…
相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越しください。なお、相談料はいただきません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

１０月･１１月の日程

志布志地区 472-1800
（健康ふれあいプラザ内）
松山地区　 487-2001
（老人福祉センター内）
有明地区　 474-0310
（市民センター内）

相談時間 /10：00〜15：00※日程は都合により変更になる場合があります。
　右記までお気軽にお問い合わせください。

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

幅
広
い
年
齢
層
に
広
く
福
祉
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
「
福
祉
川
柳
・

短
歌
・
俳
句
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集
要
項
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
稿
数
に

応
じ
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
町
名
を

記
入

　
・
一
人
２
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※�

電
話
に
よ
る
募
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
29
年
10
月
20
日（
金
）ま
で

　
※�

季
語
を
含
む
場
合
は
10
、11
月
前
後

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
29
年
11
月
29
日
発
行

　

� 「
さ
さ
え
あ
い
」
第
71
号
に
掲
載
予
定

募
集
い
た
し
ま
す
。

『
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』
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松
山
地
区
受
付

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区

有
明
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

け
な
げ
な
に

今
朝
も
挨
拶

ラ
ン
ド
セ
ル

有
明
町
　
土
橋
　
純
孝

十
五
夜
の

月
も
魂
消
た

ス
カ
イ
ツ
リ
ー

志
布
志
町
　
鞍
掛
　
五
雄

物
干
も

取
り
込
む
間
な
き

村
雨
が

有
明
町
　
福
岡
　
國
博

求
愛
の

 

花
木
の
蝶
に

 
 

恥
じ
ら
い
て

 

恋
の
思
い
出

 
 

独
り
身
泣
か
す

有
明
町
　
野
口
　
嵐

喧
嘩
し
て

 

揺
ら
ぐ
気
持
の

 
 

い
ら
立
ち
に

 
共
に
反
省

 
 

夫
婦
の
絆

有
明
町
　
牛
原
　
ヒ
サ
子

亡
夫
の
為

 

作
り
し
手
す
り

 
 

吾
が
為
と

 

あ
り
が
た
き

 
 

心
の
支
え

志
布
志
町
　
山
元
　
ハ
ツ
ミ

志布志 10/11 10/25 11/8 11/20
松　山 10/ 3 10/17 11/7 11/21
有　明 10/ 5 10/20 11/6 11/20


